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災
害
廃
棄
物
広
域
処
理
現
地
視
察

大
泉
・
邑
楽
・
千
代
田
町
長
ら

岩
手
県
 大
  槌
 町
へ

お
お
 

つ
ち

岩手県大槌町沢山地区二次仮置場

【空間放射線量測定結果】

□基準値

・国の基準値…０.２３マイクロシーベルト／

時以下（地上高さ１杓地点）

□測定日　４月２６日

□測定結果

・可燃系５０勺以下（長さ５０勺以下の可燃

性のがれきのこと）の周辺…

　０.０５３～０.０６４マイクロシーベルト／時

・可燃系１５０勺以下（長さ１５０勺以下の可

燃性のがれきのこと）の周辺…

　０.０４２～０.０６４マイクロシーベルト／時

【放射性物質濃度結果】

□基準値（国が示した焼却前の放射性セシ

ウム安全性の目安）

　受け入れ時２４０ベクレル／手以下

□廃棄物採取日　４月２６日

□採取場所

　岩手県大槌町沢山地区第二次仮置き場

□分析結果　
（単位：ベクレル／手）

計
セシウム
１３７

セシウム
１３４

４２２６１６５０勺以下可

燃

系 ５５３２２３１５０勺以下

※測定結果については、

　いずれも基準値以下でした。

　
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
（
大
泉
町
・
邑
楽
町
・

千
代
田
町
）
で
は
、
４
月
　
日
２６

に
、
岩
手
県
大
槌
町
の
沢
山
地

区
二
次
仮
置
場
で
、
廃
棄
物
を

手
作
業
や
機
械
に
よ
っ
て
可
燃

物
・
不
燃
物
・
金
属
く
ず
な
ど

に
分
類
し
て
い
る
作
業
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
地
か
ら
持
ち
帰
っ

た
サ
ン
プ
ル
の
放
射
性
物
質
濃

度
を
調
査
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
（
大
泉
町
外
二
町
清

掃
セ
ン
タ
ー
）

　
緯
　
・
１
２
６
６

６３

・
大
泉
町
役
場
環
境
課

　
緯
　
・
３
１
１
１

６３
内
線
１
３
２

がれきサンプルを採取している様子

大泉町

大槌町
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政務調査費
収支報告

開かれた議会を目指して

収支
差引額
（返還額）

支出計
支出項目

交付額氏　名
議
席 事務費

（ ）は備品分
広報費

資料
購入費

資料
作成費

会議費研修費
調査
研究費

０１６０,９８７２６,２５００５７,４２００００７７,３１７１５０,０００田邉信雄１

０１５１,４７７
２９,１６０

０４５,００００００７７,３１７１５０,０００山口　将２
（２８,３００）

０１５０,５４２２８,２２５０４５,００００００７７,３１７１５０,０００淺野正己３

０１５１,３００２２,３１０００００１３,０００１１５,９９０１５０,０００津久井明人４

０１６８,６７５
２８,５３８

０６２,８２００００７７,３１７１５０,０００新井典夫５
（２７,６７８）

０１５０,３２８１７,１４３６,２００５７,８３５０００６９,１５０１５０,０００青木　満６

０１５０,７０５２３,２４００４,２９５００５４,０２０６９,１５０１５０,０００河田敏勝７

０１７６,５８０１,３５８１２,２００８８,３２００００７４,７０２１５０,０００渡邉　明８

０１５９,９５０２０,００００７０,８０００００６９,１５０１５０,０００平田昌利９

０１５２,６９５１８,４７００６５,０７５０００６９,１５０１５０,０００森　昌彦１０

０１８４,２７５
３６,４１８

０７０,５４００００７７,３１７１５０,０００金井茂夫１１
（２９,８００）

０１５０,１１６
３５,９６６

０４５,００００００６９,１５０１５０,０００村山俊明１２
（２６,２５０）

０１５４,８２６３６,６５６００００４９,０２０６９,１５０１５０,０００村山博茂１３

０１９５,３６３１８,３６８０００００１７６,９９５１５０,０００安田博敏１４

０１５４,５０５７,６６８０６９,５２００００７７,３１７１５０,０００引間サチ子１５

０１５６,２３４１０,３８４０７６,７０００００６９,１５０１５０,０００川島　洋１６

０２４５,４０９４１,４２００２８,４４００００１７５,５４９１５０,０００久保田一郎１７

０１６０,０２２００８５,３２００００７４,７０２１５０,０００金子光国１８

０２,９７３,９８９
４０１,５７４

１８,４００８７２,０８５００１１６,０４０１,５６５,８９０２,７００,０００計
（１１２,０２８）

※収支差引額については、支出合計が交付額を超えている場合には「０」と表記。

　
政
務
調
査
費
は
、
地
方
自
治

法
に
よ
り
、
条
例
で
定
め
、
議

員
が
町
政
に
関
す
る
調
査
研
究

に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費

の
一
部
を
町
か
ら
交
付
し
て
い

ま
す
。
金
額
は
、
議
員
１
人
当

た
り
、
月
１
万
２
５
０
０
円
（
年

間
　
万
円
）
で
、
そ
の
使
途
に

１５
つ
い
て
は
、
①
調
査
研
究
費
（
調

査
費
、
旅
費
な
ど
）
、
②
研
修
費

（
参
加
費
、
旅
費
な
ど
）
、
③
会

議
費
（
会
場
費
、
機
材
借
上
料

な
ど
）
、
④
資
料
作
成
費
（
印
刷

代
、
原
稿
料
な
ど
）
、
⑤
資
料
購

入
費
（
書
籍
、
新
聞
な
ど
）
、
⑥

広
報
費
（
広
報
紙
、
報
告
書
印

刷
代
な
ど
）
、
⑦
事
務
費
（
事
務

用
費
お
よ
び
通
信
費
、
備
品
購

入
費
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
、
私

的
活
動
や
交
際
費
、
懇
親
会
、

後
援
会
活
動
な
ど
に
は
支
出
で

き
ま
せ
ん
。

　
政
務
調
査
費
の
収
支
報
告

は
、
各
議
員
が
議
長
お
よ
び
町

長
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
だ
け

で
し
た
が
、
開
か
れ
た
議
会
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
政
務
調
査
費

の
収
支
報
告
を
公
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

□
政
務
調
査
費
収
支
報
告
　

下
表
の
と
お
り

※
詳
細
は
、
町
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
庶

務
係
（
内
線
４
１
２
）
へ
。

■政務調査費収支報告 （単位：円）
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主な個人住民税の税制改正

【１６歳未満の扶養親族について】

　年少扶養親族（平成８年１月２日

以後に生まれた人）に係る扶養控除

が廃止されました。

【１６歳以上１９歳未満の特定扶養親族

について】

　特定扶養親族（平成５年１月２日～

平成８年１月１日に生まれた人）に

係る扶養控除の上乗せ分（１２万円）

が廃止され、扶養控除の額が３３万円

になります。

　これに伴い、特定扶養親族の範囲

は、１９歳以上２３歳未満となります。

【同居特別障害者に対する障害者控除の見直し】

　控除対象配偶者または扶養親族が同居特別障害

者である場合、配偶者控除額または扶養控除額に

２３万円が加算されていましたが、年少扶養親族に

係る扶養控除の廃止に伴い、特別障害者控除額

（３０万円）に２３万円を加算する措置に改められま

す。

　障害者控除の合計は従前と変わりません。

平成２４年度から適用される

扶養控除の見直し
年少扶養控除 特定扶養控除（※） （一般）扶養控除 老人扶養控除

33 万円

45 万円

33 万円

同居老親等加算

7 万円

38 万円

控除対象扶養親族

扶養親族

（年齢）

※16 歳以上 19 歳未満の特定扶養控除は一般扶養控除に移行します。

16
歳

18
歳

19
歳

22
歳

23
歳

69
歳

70
歳～

15
歳～

33 万円

廃止

上乗せ分

12 万円 廃止

障害者控除の見直し
平成２４年度

以降

平成２３年度

以前
区　分

２６万円２６万円障害者
本　人

３０万円３０万円特別障害者

２６万円２６万円障害者
控除対象配偶者
または
扶養家族

５３万円
３０万円

同居特別
障害者 ３０万円同居以外

※詳しくは、税務課町民税・諸税係（内線157）へ。

公的年金所得者の確定申告の簡素化
　公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、

かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が

２０万円以下である場合には、所得税の確定申告を

する必要がなくなりました（所得税の還付を受け

るためには確定申告が必要です）。

　しかし、住民税については、生命保険料控除、

地震保険料控除などの控除を適用する場合、住民

税の申告が必要となりますので、ご注意ください。

■概要
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が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
全
町

的
に
区
の
役
員
さ
ん
が
集
ま

り
、
み
ん
な
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
、
比
較
的
時
間

に
余
裕
が
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
に
お
願
い
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
、

制
服
な
ど
も
用
意
せ
ず
、
す

ぐ
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、

決
し
て
無
理
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
を
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
腕
章
な

ど
が
支
給
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
電
力
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
】

問
…
夏
に
な
る
と
電
力
不
足
に

な
る
よ
う
な
報
道
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
、
町
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
…
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
土
地
が

な
い
の
で
無
理
で
す
が
、
家

庭
用
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス

テ
ム
の
普
及
促
進
の
た
め
、

設
置
費
の
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
原
子
力
に

頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
泉
町
に
つ
い
て
】

問
…
　
年
以
上
大
泉
町
に
暮
ら

７０
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
大

泉
は
住
み
よ
い
町
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

答
…
ほ
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
さ
い

け
れ
ど
も
、
す
ば
ら
し
い
、

成
熟
さ
れ
た
品
格
の
高
い
町

と
し
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
そ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

・
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
の

憩
い
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
広
報
情
報
課
（
内

線
２
１
５
）
へ
。

　４月１３日、保健福祉総合センター研修室で、第１３回

「町長との意見交換会」が、大泉町老人クラブ連絡協議

会の皆さんと行われました。

　今回も、よりよい町づくりのために多くのご意見・

ご要望をいただくことができました。その内容の一部を

ご紹介します。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
とととととととととととととととととととととと
のののののののののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換

意
見
交
換
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

【
が
ん
検
診
に
つ
い
て
】

問
…
検
診
を
受
け
て
い
る
人
が

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
健
康

が
一
番
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

に
検
診
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
…
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は

大
事
で
す
か
ら
、
特
に
若
い

人
に
検
診
を
受
け
て
も
ら
え

る
よ
う
健
康
推
進
部
に
話
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
隣
組
に
入
っ
て
い
な
い
人
へ

の
対
応
に
つ
い
て
】

問
…
隣
組
に
入
っ
て
い
な
い
人

に
は
町
か
ら
の
情
報
が
伝
わ

わ
り
ま
せ
ん
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
…
町
に
転
入
し
て
き
た
と
き

に
、
区
長
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
回
覧
物
な

ど
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
直
接
は
届
け
ず
に
役

場
に
取
り
に
来
て
も
ら
っ

て
、
隣
組
に
入
る
よ
う
勧
め

て
い
ま
す
。

【
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
に
つ

い
て
】

問
…
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

い
る
人
は
皆
さ
ん
元
気
で
、

医
療
費
削
減
な
ど
に
貢
献
を

し
て
い
る
の
で
、
行
政
か
ら

加
入
を
働
き
か
け
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
…
ま
ず
は
、
魅
力
あ
る
団
体

に
な
る
よ
う
経
営
努
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
の
中
に
老
人
ク
ラ
ブ

の
人
が
登
場
す
る
「
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
】

問
…
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

を
、
　

歳
以
上
の
人
が
中
心

７０

に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
寒
い
日
や
雨
の
日
も
あ

る
の
で
、
統
一
し
た
制
服
な

ど
を
町
で
用
意
し
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
…
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
他
県
で
子
ど
も
の
事
故

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

質問に答える斉藤町長
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こ
の
春
、
山
下
　
勝
氏
が
旭

日
双
光
章
を
、
青
木
一
男
氏
が

黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
野
村
和
男
氏
が
県
総

合
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
栄
誉
を
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
下
　
勝
氏
は
、
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
　
年
か
ら
連
続

６２

４
期
に
わ
た
り
群
馬
県
議
会
議

員
に
当
選
さ
れ
、
数
多
く
の
要

職
を
歴
任
。
常
に
「
庶
民
派
の

議
員
で
あ
り
た
い
」
と
の
姿
勢

で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
豊

富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
に

よ
り
、
県
政
発
展
と
地
方
自
治

行
政
の
確
立
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
木
一
男
氏
は
、
福
祉
功
労

に
よ
り
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
　
年
に
社
会
福

５４

祉
法
人
同
仁
会
「
救
護
施
設
　

太
陽
の
家
」
に
支
援
員
と
し
て

入
職
、
以
来
　
年
間
に
わ
た
り

３３

施
設
利
用
者
の
精
神
的
な
支
え

役
と
な
り
、
生
活
全
般
に
わ

た
っ
て
献
身
的
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
後
進
の
育
成
に
尽

力
し
て
い
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
野
村
和
男
氏
は
、
福
祉
功
労

に
よ
り
県
総
合
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
保
護
司
と
し
て
　
年
１８

間
に
わ
た
り
、
犯
罪
や
非
行
か

ら
の
立
ち
直
り
の
援
助
に
尽
力

さ
れ
、
現
在
は
、
館
林
邑
楽
保

護
区
保
護
司
会
副
会
長
お
よ
び

大
泉
支
部
長
と
し
て
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
推
進
に
努
め

る
な
ど
、
社
会
奉
仕
活
動
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

叙
勲
・
褒
章
・
県
総
合
表
彰

 山  下 　 勝 氏
やま した まさる

（２６区・７０歳）

 野  村  和  男 氏
の むら かず お

（５区・７４歳）

■
旭
日
双
光
章
を
受
章

　
町
で
は
、
平
成
　
年
１
月
２

２４

日
か
ら
平
成
　
年
１
月
１
日
ま

２５

で
の
間
に
、
新
築
や
増
築
し
た

家
屋
を
対
象
に
、
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
固
定
資
産

２５

税
お
よ
び
都
市
計
画
税
の
課
税

の
対
象
に
な
る
家
屋
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
に
ご
連
絡
の
上
、

家
屋
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

評
価
の
際
に
は
、
建
築
計
画
概

要
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
引
越
し
な
ど
の
都
合
で
、
日

時
を
指
定
し
て
家
屋
評
価
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

家
屋
（
住
宅
・
物
置
・
店
舗
・

工
場
な
ど
）
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
課
税
か
ら
除
外
す
る
た

め
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

に
よ
り
家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ

た
場
合
（
店
舗
か
ら
住
宅
に
変

更
な
ど
）
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

家
屋
評
価
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課
　
　
　
　
内
線
１
５
８

■
黄
綬
褒
章
を
受
章

■
県
総
合
表
彰
を
受
賞

 青  木  一  男 氏
あお き かず お

（館林市・５６歳）
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児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
現
況
届
と
は
、
毎
年
６
月
に

養
育
状
況
や
所
得
の
確
認
を
し

て
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
の
支
払
い

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
６
月
中
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
通
知
は

６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

【
集
中
受
付
窓
口
】

　
次
の
と
お
り
、
行
政
区
別
の

集
中
受
付
窓
口
を
設
け
ま
す
。

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
指
定
日
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
下
表
の
と
お
り
 

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室
Ｃ
（
吉
田

２
４
６
５
）

□
持
参
す
る
物

・
現
況
届
用
紙

・
朱
肉
を
使
う
印
鑑

・
受
給
者
（
養
育
者
）
の
健
康

保
険
証
の
写
し
（
大
泉
町
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
不
要
）

・
外
国
人
登
録
証
明
書
（
外
国

籍
の
人
の
み
。
受
給
者
と
　１８

歳
以
下
の
児
童
全
員
の
も
の
）

・
養
育
す
る
児
童
が
町
外
に
住

み
受
給
者
と
別
居
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
児
童
の
属
す

る
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
平
成
　
年
度
所
得
証
明
書
で

２４

扶
養
人
数
・
所
得
控
除
の
内

訳
が
記
載
さ
れ
た
も
の
（
受

給
者
が
１
月
１
日
に
大
泉

町
に
住
民
登
録
が
な
か
っ

た
場
合
）

※
状
況
に
よ
り
別
途
書
類
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
６
月
分
か
ら
所
得
制
限
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
現
況
届

で
受
給
者
の
所
得
を
審
査

し
、
所
得
制
限
額
を
超
え

た
場
合
、
児
童
一
人
あ
た

り
、
一
律
５
０
０
０
円
の

支
給
と
な
り
ま
す

・
公
務
員
（
勤
務
先
が
国
立
大

学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
の

人
は
除
く
）
は
、
勤
務
先
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
。

児
童
手
当
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く
！

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

対象行政区日　時

１区～８区

午前９時～

午後７時

１５日晶６月

９区～１３区１８日捷

１４区～１５区１９日昇

１６区～１８区２０日昌

１９区～２１区２１日昭

２２区～２６区２２日晶

２７区～３０区２５日捷

予備日
午前９時～
午後５時

２６日昇

■届出指定日時一覧

　児童館では、自然体験活動の

参加者を募集します。

　ますつかみや、キャンプファ

イヤーなどの野外活動を体験し

てみませんか。

　「あきやま学寮」の宿泊施設

で、竪穴式住居や横穴式住居に

泊まり、古代生活も体験します。

【第１回】

□日時　７月７日松

　午前８時３０分～午後２時

□内容　オリエンテーションと

カレー作り

【第２回】

□期間　８月３日晶～４日松

　（１泊２日）

□内容　「あきやま学寮」（栃木

県佐野市）にて野外活動

【共通事項】

□対象　町内の小学４年生～

　６年生

□定員　各児童館９人（定員を

超えた場合は抽選）

□申込方法　所定の申込書に記

入の上、各学校区の児童館へ

提出する

□申込期間　５月２８日捷～

　６月８日晶　午後５時（時間

厳守）

□費用　３，０００円（保険料含む）

※詳しくは、各児童館へ。

・東児童館　緯６２・０１３３

・西児童館　緯６２・４６８９

・南児童館　緯６３・１７２１

・北児童館　緯６３・３８２０

自然体験活動

参加者募集

小学校高学年対象
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【
水
道
の
使
用
開
始
や
中
止
】

　
使
用
開
始
・
使
用
中
止
の
場

合
は
、
水
道
課
へ
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
水
道
の
所
有
者
の
変
更
】

　
水
道
課
で
給
水
装
置
移
転
届

の
手
続
き
（
新
旧
所
有
者
の
認

印
、
所
有
権
移
転
が
確
認
で
き

る
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
）
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、

本
人
で
は
な
く
代
理
人
で
も
行

え
ま
す
。

【
漏
水
の
確
認
方
法
や
修
理
な

ど
】
　
水
道
課
で
は
、
検
針
員
が
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
２
か

月
に
一
度
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
極
端
に

使
用
量
の
多
い
場
合
は
、
漏
水

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
水
道
を

使
っ
て
い
な
い
状
態
で
水
道

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

町
指
定
水
道
工
事
店
一
覧

水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
５
９

電話番号所 在 地指定工事店

３８・５６７３太田市高林北町共栄テクノ女

８８・５２８４邑楽町石打女砂川設備工業所

８８・０２５７邑楽町中野女坂本工業

３２・０６１７太田市由良町女ハナワ

８６・３０９２千代田町萱野叙千代田設備

５２・０６２１太田市押切町女司設備工業所

０２７７・７８・４５１２太田市藪塚町金子設備工業

２０・３１６１大泉町富士三丁目叙エコシステム

７２・１０４５館林市本町吉澤工業叙

８８・９０９２邑楽町篠塚渡辺冷熱設備

７２・０６６１館林市尾曳町女石山住宅設備

７３・７３６５館林市台宿町女中田水道

２５・６２１０太田市東金井町蒼天創業叙

０２７７・７８・４８２４太田市藪塚町元盛建設工業叙

０２７０・５０・７５８１伊勢崎市緑町叙後藤設備

０４８・５８９・００２０熊谷市妻沼東中村設備

０２７７・６５・５７３６桐生市川内町叙エクセル

０４９５・２３・２４３３本庄市小島女アクア

０２７７・５２・２９３０桐生市相生町ウツミ工業叙

０２７７・５２・８１９８桐生市広沢町叙タカダトータルシステム

８６・３０３３千代田町赤岩女福田総合設備

０２８５・４５・０３２６小山市東間々田叙渡辺管工

６３・１３７６大泉町吉田川島工業叙

０４８・５７２・０３４０深谷市上野台女エーセツ深谷

３７・６０６８太田市緑町小林興業叙

０２７７・７８・２６９７太田市藪塚町半田設備

０２７０・３２・２３８１伊勢崎市山王町川島工業

０２７・３８４・３８１８高崎市鶴見町叙ベルテックス

０４８・５８７・２１３１深谷市下手計叙栄大土木

０４８５・８２・２８９１寄居町富田内藤設備工業女

８８・１０５８邑楽町中野女田部井設備工業所

７２・１０１０館林市大手町伊藤設工女

０４８・５７２・３４１６深谷市寿町叙吉岡設備

０２７７・４４・４７２０桐生市錦町桐生水道叙

電話番号所 在 地指定工事店

６３・７０００大泉町中央三丁目●女篠原設備

６２・２８１０大泉町仙石二丁目●内田ポンプ店

６３・６９０１大泉町坂田五丁目●伸栄工業叙

６２・３９３９大泉町城之内二丁目●館野燃料叙

６２・３１８３大泉町坂田二丁目●女新泉工業

４５・４７０５太田市内ヶ島町●女八山工業所

４５・９０８１太田市新島町●春山設備工業叙

６２・２２８６大泉町富士一丁目●女吉澤設備工業所

６３・６８２５大泉町西小泉一丁目●糸田設備機器叙

６３・１１４７大泉町仙石三丁目●栗原設備工業叙

４５・０１２４太田市新井町●女太田工業

６２・４７１３大泉町坂田二丁目●女大洋設備工事

６３・４１８２大泉町吉田●川田空調家電叙

６２・２７２８大泉町坂田二丁目●フタバ管工叙

６３・３０３３大泉町朝日四丁目　柳川工業所大泉出張所

６２・３６４６大泉町西小泉四丁目　棚澤工業所

６２・２２０８大泉町坂田四丁目　女森本店

６３・３６７３大泉町寄木戸　川島設備工業所

６３・６５５４大泉町坂田　熱研工業叙

０２７７・５４・４００５桐生市広沢町　星野管工叙

４６・３８３４太田市下浜田町　三立関東冷暖房叙

８８・４０６０邑楽町赤堀　㈲橋本設備工事

６３・６６３０大泉町吉田　川島工業所

５２・２５１９太田市大舘町　叙カワタ

８６・２８７６千代田町赤岩　女峯岸商店

７４・２７２２館林市松原　叙神寛

３７・１８２９太田市丸山町　女石原設備

３８・４５６７太田市末広町　山下設備

８６・４１８８千代田町赤岩　新和設備叙

７３・３２１０館林市日向町　女小林水道設備

３２・２６３６太田市由良町　荒井設備工業叙

２５・２１４１太田市熊野町　小川設備工業叙

８８・４０５８邑楽町赤堀　女阿部水道工業所

８６・２８７７千代田町舞木　女やまや商店
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メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た
ら

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
宅
地
内
で
の
水
道
管
の
漏
水

修
理
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
、
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
下
表
の
「
大
泉
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
、
ま
た

は
「
町
水
道
指
定
工
事
店
協
同

組
合
」
（
緯
　
・
４
９
０
９
、

６３

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
修
理
し
た
町
指
定
業

者
を
通
じ
て
漏
水
認
定
の
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
と
、
漏
水
量

の
一
部
に
相
当
す
る
水
道
料
金

を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
水
道
の
新
設
・
改
造
工
事
】

　
新
た
に
水
道
を
引
い
た
り
、

蛇
口
を
増
や
す
な
ど
改
造
工
事

を
行
う
場
合
に
は
、
下
表
の
「
大

泉
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
料
金
の
口
座
振
替
】

　
水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
安

全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
口
座
振

替
」
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

水
道
課
、
町
内
に
支
店
の
あ
る

金
融
機
関
、
郵
便
局
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
へ
。

電話番号所 在 地指定工事店

８８・３３３０邑楽町赤堀女小倉水道工業所

４６・５８２１太田市下浜田町叙トーカイ

４６・８２４７太田市下小林町叙永井工業

０４８・５７２・３０９８深谷市東方女深谷設備工業所

０２７・２６０・６５５５前橋市上泉町叙ダイキョー

０２７０・２１・４６６１伊勢崎市韮塚町叙クラシアン群馬支社

８８・３８４４邑楽町篠塚女近藤設備工業

０４９５・７６・４８３３児玉郡美里町白石叙坂井住設

３８・０７１５太田市南矢島町叙ダイイチテクノ

０４８・５８５・０８２５深谷市針ヶ谷黒沢設備

０４８・５５６・５３９３行田市和田女クリハラ設備

０４８・５２２・１１６２熊谷市伊勢町女小山水道工業所

０４８・５２２・６６６０熊谷市佐谷田女棚澤住設

８６・４５８２千代田町萱野女小川工業所

０４８・７２６・８６１３さいたま市大宮区叙アイダ設計

０２９・２９７・５８８８水戸市笠原町叙フクテックス

０２７７・７８・４６６４太田市大久保町工藤建設工業叙

０２７７・７８・３４３１太田市藪塚町女イソヤマ設備

０２７０・２３・４７０３伊勢崎市安堀町須田設備

０２７７・２２・８５６１桐生市堤町女大栄設備

０２７・２５４・２０７１前橋市箱田町パナソニックテクニカルサービス叙

０２８３・６２・５６２７佐野市戸室町女飯塚設備工業

０４９５・７７・３０８９児玉郡神川町八日市女神流設備

０４９５・２３・１８５３本庄市柏女井上設備

０２７・２６９・２９３５前橋市上泉町上武工業叙

０４９５・２４・３５７４本庄市東台女新成建設

０２７７・５４・５７５１桐生市広沢町丹羽設備

０４８・５９１・１３０４北本市本町女長島設備商会

３１・０００２太田市下田島町蓮沼工業叙

７７・１７０８館林市大島町荒井農機

６０・８０２４太田市新田早川町叙グローリテクノ

０２７０・７０・２４７０伊勢崎市境三ツ木川岸工業叙

０４９３・５７・１１５７比企郡滑川町伊古女平設備

■
大
泉
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
一
覧
表

　
（
平
成
　
年
５
月
１
日
現
在
）

２４

●
は
、
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組
合

電話番号所 在 地指定工事店

４８・１３０８太田市飯塚町リフォーム匠

７２・０３２５館林市大谷町鈴木管工女

６３・６７８１大泉町寄木戸渡瀬管工業

３１・０５２９太田市中根町大生設備

５２・０１０６太田市世良田町叙尾島町清掃社

３８・０４２３太田市高林寿町怒木工業叙

６３・８３４９大泉町城之内三丁目伊皆設備

８４・２１４８明和町入ヶ谷女金子水道設備

７３・３８６４館林市赤生田町女吉田設備工業

７５・１６１５館林市千代田町叙山賢

６２・４２４６大泉町寄木戸叙石原

５２・４８８１太田市亀岡町女いづや設備工業

０２７０・６２・５６５７伊勢崎市田部井町木村設備

８６・２５０６千代田町赤岩女田島設備

０２７０・７６・０９８４伊勢崎市境新栄女明戸設備工業

６２・５８１５大泉町吉田叙小林住建

２５・０５６６太田市安良岡町叙江原工業

７０・９０７０邑楽町石打女山口設備

０２７・２６１・０５７８前橋市天川大島町叙シモダ設備工業

４６・９０１８太田市台之郷町紅屋設備工業

０２７７・７８・２７２７太田市大原町叙矢島

０２７０・３０・３４５６伊勢崎市日乃出町叙エム・エス・ケー

３１・７３１４太田市藤久良町㈱宝泉工業

５７・５０３０太田市新田嘉祢町山田工業

７４・３２３１館林市北成島町女浜野管工設備

４９・５５３５千代田町上中森女川辺設備

６３・５１７２大泉町坂田一丁目洋泉興業叙

０２７０・６２・０１０２伊勢崎市市場町三和設備工業叙

０２７７・５２・５６５８桐生市相生町女丹波建設

０４９５・７７・３８５０児玉郡神川町関東日精叙

０２７・２２１・１１２０前橋市南町女エムテック

６２・２６３４大泉町吉田河市住工叙

０２７０・３２・７８７３伊勢崎市馬見塚町女太洋エンジニアリング

０２７０・２５・１１７４伊勢崎市寿町村岡商店
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で
、
町
で
委
託
し
た
指
定
業
者
が

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
期
間
　
６
月
　
日
　
～
７
月
　

２０

（水）

２３

日
　（月）

□
対
象
　
平
成
　
年
製
造
の
水
道

１６

メ
ー
タ
ー
（
主
に
　
区
・
　
区
・

１９

２０

　
区
・
　

区
の
口
径
　
ミ
リ
～

２１

２３

１３

　
ミ
リ
の
水
道
メ
ー
タ
ー
）

４０
□
費
用
　
町
が
負
担

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
（
内
線
１

５
９
）
へ
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
年
金

個
人
情
報
の
提
供
】

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

）
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

お
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
の
加
入
記
録
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
閲
覧
で
き
る
年
金
加
入
記
録

は
、
日
本
年
金
機
構
が
管
理
し
て

い
る
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履

歴
、
納
付
状
況
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
お
よ
び
船

員
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
保

険
者
で
あ
っ
た
人
が
ご
利
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

□
利
用
で
き
な
い
人

・
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
受

６１

給
権
の
発
生
し
た
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
人

・
現
在
、
共
済
年
金
組
合
な
ど
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人

【
年
金
相
談
】

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、

年
金
の
請
求
に
関
す
る
相
談
や
、

す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
か

ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
、「
さ
わ

や
か
」
の
路
線
・
時
刻
を
変
更
】

　
６
月
１
日
　
か
ら
、
広
域
公
共

（金）

バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
は
太
田
記
念

病
院
に
乗
り
入
れ
る
た
め
、
町
内

循
環
バ
ス
「
さ
わ
や
か
」（
西
ル
ー

ト
）
は
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店
に
乗
り

入
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
路
線
と

運
行
時
刻
を
変
更
し
ま
す
。

　
新
し
い
時
刻
表
は
、
現
在
、
役

場
総
合
案
内
、
町
の
公
共
施
設
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
変
更
す
る
路
線
の
詳
細
は
、
広

報
お
お
い
ず
み
４
月
　
日
号
で
お

２５

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

企
画
課
（
内
線
２
１
７
）
へ
。

【
水
道
週
間
が
始
ま
り
ま
す
】

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
今
後
の
水
道
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
力
し
て
行
え
る

よ
う
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

□
期
間
　
６
月
１
日
　
～
７
日
　

（金）

（木）

□
標
語
　
「
さ
あ
今
日
も
　
水
と

元
気
が
　
蛇
口
か
ら
」

【
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
】

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期

間
は
、
計
量
法
で
８
年
間
で
す
。

　
町
で
は
、
定
期
的
に
水
道
メ
ー

タ
ー
を
取
り
替
え
て
い
ま
す
の

【広告】 【広告】

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

年

金

に

関

す

る

情

報

提

供

・

相

談

水
道
課

水

道

週

間

／

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

企
画
課

公
共
バ
ス
の
路
線
・
時
刻
を

一

部

変

更

し

ま

す

　機器の入れ替えのため、次の

とおり、一部土曜窓口の取り扱

いを変更します。皆さんのご理

解とご協力をお願いします。

□日時　７月１４日松

　午前８時３０分～午後５時１５分

□取り扱いのできない窓口

　住民課、収納課

□取り扱いのできる窓口

　水道課

※詳しくは、各担当課へ。

・住民課　内線１２５

・収納課　内線１５４

・水道課　内線１５９

土曜窓口

一部取り扱い変更

広 告 広 告
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一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
お
電
話
の
際
に
は
、
お
手

元
に
年
金
手
帳
、
ま
た
は
年
金
証

書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

□
相
談
受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

（
た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が

休
日
の
と
き
は
翌
火
曜
日
）
は

午
後
７
時
ま
で
）

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
電
話
番
号
　
緯
０
５
７
０
・
　
・
０５

 １
  １
  ６
  ５
 

イ
 

イ
 
ロ
ウ
 
ゴ

※
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sia
.g
o
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
０
５
７

０
・
　
・
１
１
６
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・

０５

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
緯
　
・
６
７
０
０
・

０３

１
１
６
５
）
へ
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
平
成
　
年
２４

度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

き
は
、
６
月
１
日
　
か
ら
７
月
　

（金）

１０

日
　
ま
で
で
す
。

（火）
　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務

上
の
事
由
、
ま
た
は
、
通
勤
に
よ

る
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し
て
必

要
な
給
付
を
行
う
労
災
保
険
と
、

労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一
定

の
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

　
申
告
・
納
付
を
怠
る
と
、
保
険

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
（
緯
０
２
７
・

２
１
０
・
５
０
０
１
）
、
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共

職
業
安
定
所
へ
。

　
県
建
築
業
組
合
連
合
会
大
泉
支

部
で
は
、
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
　

１０

（日）

１０

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
内
容
　
包
丁
研
ぎ
、
住
宅
相
談

な
ど

※
詳
し
く
は
、
県
建
築
業
組
合
連

合
会
大
泉
支
部
長
　
金
井
文
夫
さ

ん
（
緯
　
・
２
０
９
６
）
へ
。

６３

【
い
ず
み
の
杜
の
七
夕
飾
り
】

　
願
い
ご
と
を
短
冊
に
書
い
て
、

大
き
な
竹
に
飾
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
６
月
　
日
　
～
７
月
８

１９

（火）

日
　
　
開
館
時
間
内

（日）

【
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
美
し
い
七
夕
飾
り
の
前
で
行
う

す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

□
日
時
　
７
月
７
日
　
　
午
後
１

（土）

時
～
３
時

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
ラ
ウ
ン
ジ

（
朝
日
４
の
７
の
１
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

い
ず
み
の
杜
（
緯
　
・
０
０
３
５
）

２０

へ
。

【広告】 【広告】

東日本大震災

関連情報
【公共施設などの放射線量測定結果】

　町では、町内公共施設などの空間放

射線量を測定しています。

　結果は、全ての箇所で国の基準値内

であり、子どもが集まる場所を対象と

した町独自の厳しい基準である「地表

面」で毎時０．２３マイクロシーベルト以

上の箇所もありませんでした。今後も

調査を継続し、結果は随時広報おおい

ずみや町ホームページにてお知らせし

ます。町ホームページをご覧になれな

い人には、環境課で測定結果を配布し

ていますので、ご利用ください。

□測定日　４月５日～１３日

□測定場所　町内公共施設など２９施設

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

【給食の放射性物質の検査について】

　町では、４月１８日・１９日に、町内の

町立・私立保育園、私立幼稚園、ジェ

ンテミウダ校（ブラジル人学校）、小中

学校の給食について、また、県では、４

月２４日に、町内の学校給食用食材（愛

知県産キャベツ）について、それぞれ

放射性物質（放射性ヨウ素１３１、放射

性セシウム１３４・１３７）の検査を行いま

したが、放射性物質は検出されません

でした。

【水道水の安全性】

　５月１７日に東部地域水道事務所（千

代田町）で県が行った測定結果では、

放射性物質は検出されず、飲用に支障

がないことが確認されています。

【被災者への支援（５月１６日現在）】

□義援金総額　１,５７８万９,４５６円

群
馬
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

労

働

保

険

の

年

度

更
新
は
お
済
み
で
す
か

県
建
築
業
組
合
連
合
会
大
泉
支
部
長

金
井
文
夫
さ
ん

県
建
築
業
組
合
連
合
会

大
泉
支
部
主
催
住
宅
デ
ー

い
ず
み
の
杜

七
夕
飾
り
／
コ
ン
サ
ー
ト

広 告広 告
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【
就
農
基
礎
課
程
（
秋
冬
野
菜
コ
ー
ス
）
】

□
期
間
　
７
月
　
日
　
～
　
月
５

１１

（水）

１２

日
　
（
全
　
回
）

（水）

１２

□
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
（
高

崎
市
箕
郷
町
）

□
内
容
　
露
地
野
菜
（
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
）
の
基

本
的
な
栽
培
管
理
技
術
の
習
得

□
対
象
　
研
修
を
全
て
修
了
で
き

る
、
県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
人

□
定
員
　
　
人
１５

【
定
年
帰
農
者
課
程
（
地
域
校
コ
ー
ス
）
】

□
期
間
　
７
月
　
日
　
～
　
月
　

２２

（日）

１２

１６

日
　
（
全
７
回
）

（日）

□
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
（
高

崎
市
箕
郷
町
）
、
実
習
ほ
場
（
板

倉
町
な
ど
）

□
内
容
　
講
義
、
露
地
野
菜
の
基

本
的
な
栽
培
管
理
技
術
の
習
得

□
対
象
　
県
内
で
就
農
を
希
望
し

研
修
を
全
て
修
了
で
き
る
、
４

月
１
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳

５０

６５

以
下
の
人

□
定
員
　
各
地
域
　
人
（
計
　
人
）

１０

４０

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
立
農
林

大
学
校
（
〒
　
３
１
０
５
　
高
崎

３７０

市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５
）
へ

直
接
、
ま
た
は
郵
送
す
る

□
申
込
期
限
　
６
月
　
日
　
　
必
着

２７

（水）

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
は
必
要
に
応
じ
実
費
負
担
）

※
申
込
書
は
、
県
立
農
林
大
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
就
農
基
礎

課
程
秋
冬
野
菜
コ
ー
ス
と
定
年
帰

農
者
課
程
地
域
校
コ
ー
ス
の
重
複

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
、
県
立
農
林
大
学
校
（
緯
０

２
７
・
３
７
１
・
３
８
４
１
）
へ
。

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
４

２０

（水）

時
～

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル
（
館
林
市
成
島
町
２
６

２
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

に
つ
い
て

□
講
師
　
石
渕
裕
久
氏
（
館
林
厚

生
病
院
皮
膚
科
医
長
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
（
緯
　
・
３
１
４

７２

０
）
へ
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
大
好
き

な
趣
味
を
続
け
た
い
。
そ
ん
な
人

の
た
め
に
、
足
腰
を
丈
夫
に
し
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
で
い

ら
れ
る
た
め
の
教
室
で
す
。

　
最
近
つ
ま
ず
い
た
り
、
足
腰
の

痛
み
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
人

や
、
骨
密
度
が
低
く
て
気
に
な
っ

て
い
る
人
な
ど
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
第
１
回
】

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２７

（水）

□
内
容
　
講
話
「
転
倒
予
防
と
足

腰
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
日
常

生
活
の
工
夫
」
、
簡
単
な
体
操

□
講
師
　
理
学
療
法
士
（
慶
友
整

形
外
科
病
院
）

【
第
２
回
】

□
期
日
　
７
月
４
日
　（水）

□
内
容
　
第
１
回
の
復
習
、
体
操

□
講
師
　
健
康
運
動
実
践
指
導
者

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
□
持
参
す
る
物
　
動
き
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
（
体
操

で
使
用
し
ま
す
）
、
飲
み
物
（
水

分
補
給
の
た
め
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２□
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
　

１２

（木）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
「
洋
ラ
ン
類
の
上
手

な
育
て
方
と
過
ご
し
方
」

□
講
師
　
根
岸
秀
和
氏
（
オ
ー

キ
ッ
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
６
月
　
日
　

２５

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑

化

講

座

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

健

康

講

座

平
成
　
年
秋
の

２４

　
大
泉
交
通
安
全
協
会
で

は
、
平
成
　
年
秋
の
優
良
自

２４

動
車
運
転
者
表
彰
の
候
補
者

を
受
け
付
け
ま
す
。

□
表
彰
区
分
（
い
ず
れ
も
交

通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
）

・
旭
日
金
冠
章
…
無
事
故
・

無
違
反
が
　
年
以
上
で
、

４０

す
で
に
金
冠
金
章
を
受
け

て
い
る
人

・
金
冠
金
章
…
無
事
故
・
無

違
反
が
　
年
以
上
で
、
す

３０

で
に
金
冠
銀
章
を
受
け
て

い
る
人

・
金
冠
銀
章
…
無
事
故
・
無

違
反
が
　
年
以
上
で
、
す

２０

で
に
金
章
を
受
け
て
い
る

人
・
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に

１５
銀
章
を
受
け
て
い
る
人

・
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に

１０
銅
章
を
受
け
て
い
る
人

・
銅
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
５
年
以
上
の
人

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を

添
え
て
、
大
泉
交
通
安
全

協
会
、
ま
た
は
各
支
部
長

へ
申
請
す
る

優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰

健
康
づ
く
り
課

足

腰

健

康

教

室
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町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
２

２１

（木）

時
～
４
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
柴
田
信
義
先
生
（
柴
田

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
　

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
（
予
約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
育
児
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
保
護
者
な
ど
を
対
象

に
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
日
時
　
６
月
　
日
　
、
７
月
　

２０

（水）

１８

日
　
、
８
月
　
日
　
、
９
月
　

（水）

１５

（水）

１９

日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（水）

□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

検
診
室
（
館
林
市
大
街
道
１
の

２
の
　
）
２５

□
内
容
　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
・
助
言
・
指
導
、
保
健
師
に

よ
る
相
談

□
申
込
方
法
　
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
電
話
で
申
し
込
む
（
予

約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
（
緯
　
・
３
２
３
０
）
へ
。

７２

　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
人
を
対
象
に
、
安
心
し
て
思
い

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
場
所
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
　
午

前
中

□
場
所
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

□
対
象
　
ご
家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
人
（
親
、
配
偶
者
、
子

ど
も
な
ど
）

□
申
込
方
法
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

（
予
約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
対
象
者
以
外
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２

６
３
・
１
１
５
６
）
へ
。

福
祉
課

こ
こ
ろ
の

健

康

相

談

□期間　６月１０日掌～１７日掌

□場所　分水堀緑道（下図のとおり）

【主なイベント・時間】

　雨天の場合は、イベント内容・時間

などが変更になる場合があります。

□６月１０日掌

・午前１０時～正午…健康チェック

・午後１時３０分～…チンドン流しと

　八木節

・午後３時～フラダンス

・午後３時３０分～…民謡踊り

・午後４時～…民謡ライブ

□６月１６日松

・午後１時～…大人も子どもも楽しめる

おもしろ科学の実演

・午後３時～…野点

□６月１７日掌

・午前１０時～正午…ポップコーンの

無料配布

・午後１時～品切れまで…綿菓子の無

料配布

・午後１時３０分～和太鼓演奏

・午後３時～すいか割り

□期間中終日　花鉢の即売、幼稚園児・

小学生の園内写生作品の展示

※夕方からは手作りキャンドルを立て

て、ライトアップも行います。詳しく

は、小堀哲夫さん（緯６２・５４４５）、また

は小野里充弘さん（緯６２・３２１１）へ。

城之内公園

至足利市

小
泉
駅

成就院

至
斎
場

�

えのき
幼稚園

龍泉院

分水堀
  緑道 花菖蒲まつり会場

・
大
泉
東
支
部
長

　
斉
藤
詔
一
さ
ん

緯
　
・
３
７
７
６

６３

・
大
泉
中
支
部
長

　
武
藤
和
弘
さ
ん

緯
　
・
２
６
７
０

６２

・
大
泉
西
支
部
長

　
國
森
武
彦
さ
ん

緯
　
・
４
６
６
０

６３

・
大
泉
南
支
部
長

　
島
田
金
寿
さ
ん

緯
　
・
５
９
３
４

６２

□
必
要
書
類
　
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
（
６
月
１
日

以
降
発
行
の
も
の
）
、
表
彰

申
請
書
、
念
書

□
申
請
期
間
　
６
月
１
日

晶
～
７
月
　
日
昇

２４

※
詳
し
く
は
、
大
泉
交
通
安

全
協
会
（
緯
　
・
２
６
８
７
）
、

６２

ま
た
は
各
支
部
長
へ
。

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

■花菖蒲まつり会場位置図

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

自

死

遺

族

相

談

第５第５回回花菖花菖蒲蒲まつまつりり
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〈
一
般
書
〉

『
バ
イ
バ
イ
・
フ
ォ
ギ
ー
デ
イ
』
熊

谷
達
也
著
／
『
幻
想
電
氣
館
』
堀

川
ア
サ
コ
著
／
『
起
終
点
駅
（
タ
ー

ミ
ナ
ル
）
』
桜
木
紫
乃
著
／
『
堕
落

と
文
学
』
曽
野
綾
子
著
／
『
西
村

賢
太
対
話
集
』
西
村
賢
太
著
／
『
お

い
で
、
一
緒
に
行
こ
う
　
福
島
原

発
　

キ
ロ
圏
内
の
ペ
ッ
ト
レ
ス

２０

キ
ュ
ー
』
森
　
絵
都
著
／
『
花
晒

し
』
北
　
重
人
著
／
『
カ
フ
カ
式

練
習
帳
』
保
坂
和
志
著
／
『
朝
は

ア
フ
リ
カ
の
歓
び
』
曽
野
綾
子
著

／
『
コ
コ
ロ
・
フ
ァ
イ
ン
ダ
』
相

沢
沙
呼
著
／
『
玩
具
店
の
英
雄
』

石
持
浅
海
著
／
『
和
解
せ
ず
』
藤

田
宜
永
著
／
『
ゆ
め
み
る
ハ
ワ
イ
』

よ
し
も
と
ば
な
な
著
／
『
幽
女
の

如
き
怨
む
も
の
』
三
津
田
信
三
著

／
『
家
族
ず
っ
と
』
森
　
浩
美
著

／
『
棟
居
刑
事
の
見
知
ら
ぬ
旅
人
』

森
村
誠
一
著
／
『
呼
ぶ
山
』
夢
枕
　

獏
著
／
『
テ
ィ
ン
カ
ー
ズ
』
ポ
ー

ル
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
著
／
『
パ
ン

ケ
ー
キ
b
o
o
k
』
福
田
淳
子
著

／
『
山
田
香
織
の
は
じ
め
て
の
盆

栽
樹
形
』
山
田
香
織
著
／
『
家
族

を
依
存
症
か
ら
救
う
本
』
加
藤
　

力
著
／
『
図
説
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
』

佐
藤
弘
幸
著
／
『
つ
な
が
り
す
ぎ

た
世
界
』
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
H
・
ダ

ビ
ド
ウ
著
／
『
ウ
イ
ル
ス
と
地
球

生
命
』
山
内
一
也
著

〈
児
童
書
〉

『
だ
れ
も
知
ら
な
い
犬
た
ち
の
お

は
な
し
』
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
著

／
『
ね
む
ね
む
く
ん
と
ね
む
ね
む

さ
ん
』
片
山
　
健
絵
／
『
セ
ロ
弾

き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
藤
城
清
治
影
絵

／
『
お
父
さ
ん
、
牛
に
な
る
』
晴

居
彗
星
作
／
『
あ
り
が
と
う
っ
て

い
い
も
ん
だ
』
森
山
　
京
作
／
『
モ

モ
ン
ガ
の
は
い
た
つ
や
さ
ん
』
ふ

く
ざ
わ
ゆ
み
こ
著
／
『
き
み
の
声

が
き
き
た
い
よ
！
』
ル
イ
ス
・
サ
ッ

カ
ー
作
／
『
な
ぜ
カ
ツ
ラ
は
大
き

く
な
っ
た
の
か
？
』
ピ
ー
タ
ー
・

マ
ロ
ー
ン
絵
／
『
魔
法
の
ハ
サ
ミ

が
や
っ
て
き
た
！
』
岡
田
貴
久
子

作
／
『
く
ま
の
木
を
さ
が
し
に
』

佐
々
木
マ
キ
作
／
『
お
め
で
と

う
！
』
い
も
と
よ
う
こ
文
・
絵
／

『
ラ
イ
オ
ン
が
い
な
い
ど
う
ぶ
つ

園
』
フ
レ
ー
ト
・
ロ
ド
リ
ア
ン
作

／
『
お
も
ち
ゃ
び
じ
ゅ
つ
か
ん
で

か
く
れ
ん
ぼ
』
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ル
ー
カ
ス
作
／
『
ガ
リ
バ
ー
の
冒

険
』
安
野
光
雅
絵
／
『
身
近
な
魚

の
も
の
が
た
り
』
小
泉
光
久
文
／

『
影
絵
』
後
藤
　
圭
文
／
『
キ
ュ
ッ

パ
の
は
く
ぶ
つ
か
ん
』
オ
ー
シ
ル
・

カ
ン
ス
タ
・
ヨ
ン
セ
ン
作

図書館の本やビデオを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

緯63・6399

図書館休館日

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２

時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
大
泉
・
学
生
読
み
聞
か
せ
の
会

□
日
時
　
第
１
日
曜
日
　
午
後
２
時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
日
時
　
第
３
・
５
日
曜
日
　
午

前
　
時
～

１１

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学
生

と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
２

１０

（日）

時
～

□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

　図書館では、長年読み聞かせ活動

を実践され、県功労者表彰を受賞さ

れた寺澤敬子先生を講師にお招き

し、子育てと読み聞かせについてお

話ししていただきます。

　選書や読み聞かせの流れ、プログ

ラムの組み方など、基礎からボラン

ティア活動について学べます。

　初めての人も、この機会に読み聞

かせに親しんでみませんか。

□日時　６月１７日掌、７月１日掌　

午後２時～（約１時間３０分）

□場所　図書館１階視聴覚ホール

□講師　寺澤敬子氏（県読み聞かせ

グループ連絡協議会会長）

□申込方法　図書館へ直接、または

電話で申し込む

□申込開始日時

　６月５日昇　午前９時～

□費用　無料

※詳しくは、図書館（緯６３・６３９９）へ。

絵本

読み聞かせ

講座

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

上 映 予 定 作 品上 映 日

ドラえもん
～のび太の
新魔界大冒険～

ミセス・ダウト

６月２４日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

捷２８日・５月

月末整理日昭３１日

捷１１日・捷４日・６月

捷２５日・捷１８日

月末整理日松３０日

子育てと読み聞かせ
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児
童
館
の
行
事
で
、
対
象
に
記

載
の
な
い
も
の
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
あ
そ
び
の
広
場
・
ザ
リ
ガ
ニ
釣

り
大
会
〉

　
自
分
の
さ
お
を
持
っ
て
き
て
釣

ろ
う
。
だ
れ
が
一
番
大
き
い
ザ
リ

ガ
ニ
を
釣
れ
る
か
な
？

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３

１５

（金）

時
　
分
～

３０

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３

２１

（木）

時
　
分
～
（
雨
天
順
延
）

３０

〈
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
る
会
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３

２８

（木）

時
　
分
～

３０

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
ワ
ン
・
デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
〉

□
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
９

１４

（土）

時
～
午
後
７
時

□
内
容
　
カ
レ
ー
作
り
ほ
か

□
対
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
６
月
　
日
　

２３

（土）

〈
牛
乳
パ
ッ
ク
の
ゴ
ー
ゴ
ー
カ
ー
ト
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３

２２

（金）

時
　
分
～

３０

□
内
容
　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た

簡
単
で
遊
べ
る
工
作
を
し
ま
す

□
定
員
　
　
人
（
申
込
多
数
の
場

２０

合
は
抽
選
）

□
申
込
開
始
日
　
６
月
　
日
　

１１

（月）

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
・
　

日
　

２５

（月）

２６

（火）

午
後
３
時
　
分
～
（
雨
天
順
延
）

３０

〈
新
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
よ
う
会
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３

２８

（木）

時
　
分
～

３０

□
内
容
　
歌
や
手
遊
び
、
会
食
ほ
か

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
３
時

１８

（月）

　
分
～
４
時
　
分
（
雨
天
順
延
）

３０

３０

□
持
っ
て
く
る
も
の
　
タ
オ
ル
、

軍
手

〈
み
ん
な
Ｄ
Ｅ
あ
そ
ぼ
う
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
後
２

２３

（土）

時
～
４
時

□
内
容
　
遊
び
、
会
食
ほ
か

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２１

（土）

□
内
容
　
 飯
  盒
 炊
さ
ん
ほ
か

は
ん
 
ご
う

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
時
　
６
月
　
日
　

２３

（土）

午
前
９
時
～

□
費
用
　
１
０
０
円

※
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
説
明
会
は

７
月
　
日
　
　
午
前
９
時
　
分
～

１４

（土）

３０

　
時
　
分
の
予
定
で
す
。

１１

３０

〈
朝
・
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
３
日
・
　

日
・
　

１０

２４

日
・
　

日
（
毎
回
火
曜
日
）

３１

□
時
間
・
内
容

・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
…

１０

３０

１１

３０

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ヨ
ガ

・
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分
…

３０

３０

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
筋
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ

□
定
員
　
各
　
人
２５

□
受
講
料
　
各
１
６
０
０
円

〈
朝
・
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
４
日
・
　

日
・
　

１１

１８

日
・
　

日
（
毎
回
水
曜
日
）

２５

□
時
間

・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

・
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
各
　
人
２０

□
受
講
料
　
各
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
日
時
　
７
月
６
日
・
　

日
・
　

１３

２０

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）
　
午

２７

前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
７
月
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

カ
ン
タ
ン
体
操
教
室
〉

□
日
時
　
７
月
６
日
・
　

日
・
　

１３

２０

日
・
　

日
（
毎
回
金
曜
日
）
　
午

２７

前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円
　

〈
ズ
ン
バ
教
室
〉

□
日
時
　
７
月
４
日
・
　

日
・
　

１１

１８

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）
　
午

２５

後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ズ
ン
バ
教
室
〉

□
日
時
　
７
月
６
日
・
　

日
・
　

１３

２０

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）
　
午

２７

後
７
時
～
８
時

□
定
員
　
家
族
　
組
（
子
ど
も
は

１５

小
学
生
以
下
）

□
受
講
料

・
保
護
者
１
人
…
１
６
０
０
円

・
子
ど
も
１
人
…
４
０
０
円

〈
一
人
で
着
る
浴
衣
教
室
〉

□
日
時
　
７
月
５
日
・
　
日
（
毎
回

１２

木
曜
日
）
　
午
後
７
時
～
８
時

　
分
３０

□
定
員
　
　
人
（
女
性
の
み
）

１６

□
受
講
料
　
７
０
０
円

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
、
６
月

５
日
　
　
午
前
９
時
　
分
か
ら
、

（火）

３０

朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
、
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
、
７
月

の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
カ
ン
タ

ン
体
操
教
室
。
午
後
６
時
か
ら
は
、

夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
、
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

ズ
ン
バ
教
室
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ズ
ン

バ
教
室
、
一
人
で
着
る
浴
衣
教
室

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
講
料

を
添
え
て
、
い
ず
み
の
杜
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
教

室
の
対
象
者
は
、
一
人
で
着
る
浴

衣
教
室
（
女
性
の
み
）
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
ズ
ン
バ
教
室
以
外
は
、
高
校

生
以
上
で
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

者
を
優
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
へ
。

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３

緯20・0035

捷４日・６月

捷１１日

捷１８日

捷２５日

いずみの杜

６月の休館日

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊
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元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

 酒  巻  義  雄 さん（２８区・７９歳）
さか まき よし お

２８区交友会

五
月
空
ツ
ツ
ジ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
満
開
に

目
に
も
鮮
や
か
心
も
さ
わ
や

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

は
ら
は
ら
と
舞
散
る
桜
観
桜
会

目
前
な
れ
ば
風
こ
こ
ろ
し
て

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

－

や
よ
い
短
歌
会

－

あ
の
時
の
母
の
言
葉
が
今
わ
か
る

「
母
さ
ん
ご
め
ん
」
忌
の
日
近
づ
く

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

ふ
は
ふ
は
と
降
り
ゐ
し
雪
は
雨
と
な
り

ト
タ
ン
の
屋
根
に
音
を
た
て
を
り

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

分
別
日
に
ま
だ
使
え
る
と
呟
き
て

見
知
ら
ぬ
人
が
鍋
持
ち
帰
る

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

手
に
取
り
て
何
故
か
寂
し
い
保
険
証

介
護
の
二
文
字
じ
っ
と
見
つ
め
る

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

雪
被
る
木
立
の
中
に
紅
一
つ

吾
が
家
の
椿
咲
き
初
め
て
お
り

木
月
美
代
子
（
　
区
）

２３

雨
戸
繰
る
手
を
止
め
し
ば
し
水
仙
の

黄
の
夕
や
み
に
揺
る
る
様
見
し

鈴
木
好
子
（
　
区
）

２７

卓
上
に
花
を
飾
り
て
待
ち
く
れ
し

友
に
い
や
さ
る
小
雨
降
る
朝

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

歩
く
こ
と
が
身
体
に
一
番
と
娘
は
言
え
り

無
事
故
無
違
反
の
高
齢
者
吾
に

富
山
準
子
（
　
区
）

２５

久
々
に
通
る
銀
座
の
な
つ
か
し
く

流
行
り
し
唄
を
口
ず
さ
み
お
り

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

運
よ
く
ば
翡
翠
に
あ
へ
る
か
も
知
れ
ぬ

八
重
笠
沼
ま
で
轍
の
野
道

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

さ
く
ら
さ
く
ら
オ
カ
リ
ナ
を
吹
く
人
の
ゐ
る

城
沼
辺
り
に
花
ふ
り
や
ま
ず

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

友
の
家
解
体
す
る
音
ひ
び
き
お
り

老
人
ホ
ー
ム
を
夫
婦
の
 選
 り
て

よ

大
町
　
操
（
太
田
市
）

春
の
蝶
青
菜
の
上
を
睦
み
飛
ぶ

振
り
廻
す
網
に
我
が
足
 縺
 る
る

も
つ

湯
沢
よ
ね
（
　
区
）

１９

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
☆

▼

大
野
奈
菜
子
（
　
区
・
　

歳
）

２３

１２

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

P
・
Ｎ
　
竃

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
L

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

「４月から、ひ孫が

幼稚園に通い始め

たんですよ」と話

す酒巻さん。 一
生
の
幸
福
は
健
康
！

笑
う
こ
と
が
元
気
の
 秘
  訣
 

ひ
 

け
つ

　中央に生まれ、今年で満８０歳。結婚し

て５４年になりますが、これまで長くやっ

てこられたのも、妻の明るい笑顔のおか

げですね。妻と二人で笑うと、家の中が

明るく和やかになりますし、毎日楽しく

過ごすことができます。笑いクスリと呼

んでいますが、ストレスも吹っ飛びます

し、笑うことこそ健康にいいですよね。

　３０年ほど前の東小学校ができた当初

から、子どもたちの交通事故防止や防犯

に役立てばと、ほぼ毎日、下校パトロー

ルを行っています。東小学校の子どもた

ちは、みんなかわいい自分の“孫”。下校

時間になると、学校へついつい足が向い

てしまいます。子どもたちの元気な姿に

は、たくさんのエネルギーをもらってい

るので、これも元気の源でしょうね。
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　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課

（緯６３・３１１１　内線２１５）

Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kou
h
ou
@
tow
n
.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

ぶぶ
ら
り

ぶ
ら
り

我
が
庭
の
し
だ
れ
桃
咲
き
雀
二
羽

か
く
れ
る
よ
う
に
花
を
つ
い
ば
む

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

三
日
後
は
夫
の
命
日
切
り
花
と

草
花
求
む
る
誕
生
日
の
わ
れ

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

三
千
歳
の
桃
と
ふ
和
菓
子
は
出
版
の

記
念
祝
賀
に
華
を
添
へ
を
り

村
田
厚
子
（
２
区
）

山
麓
の
う
ぐ
い
す
啼
く
里
の
寺

兄
の
埋
葬
に
妻
と
竝
び
て

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

【
海
へ
】

　
利
根
川
の
土
手
に
「
海
か
ら
○

キ
ロ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
標
識

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
れ
は
海
か
ら
の
距
離
を
表
し

た
、
距
離
標
と
か
、
キ
ロ
杭
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
昨
年
の
5
月
　
日
号
で
紹
介
し

25

ま
し
た
、
川
砂
を
採
取
す
る
「
船
」

と
と
も
に
、
海
の
な
い
大
泉
町
で

「
海
」
を
感
じ
さ
て
く
れ
る
数
少
な

い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

　
こ
の
杭
は
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル

ご
と
に
あ
る
よ
う
な
の
で
、
海
ま

で
あ
と
何
キ
ロ
と
目
標
を
定
め
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
　

５月８日から１２日まで、町内の各地域公

民館などを会場に、犬の登録・狂犬病予防

注射が行われ、３１頭が新規登録をし、１，０２３

頭が注射を受けました。愛犬には、年に

１回の予防接種を受けさせましょう。

　
ニ
ガ
ウ
リ
の
苗
の
配
布
　

５月１２日、役場正面玄関前でニガウリの苗

の配布が行われました。これは、緑のカー

テンによる省エネ・節電の取り組みを推進

するためのもので、当日は、苗を求めるお

おぜいの人の姿が見られました。

　
合
同
金
婚
式
記
念
式
典
　

５月２０日、文化むらで大泉町合同金婚式記

念式典が行われ、昭和３７年にご結婚された

ご夫婦５８組に、慶祝状などが贈られまし

た。また、アトラクションとして、北保育

園児による歌とダンスも披露されました。
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この広報紙は、自然保護のため大豆油

インキを使用し作成しています。
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姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

姿保健カレンダー

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医

健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２・２１２１１１１１１１１１１１

歯　　科耳  鼻  科外　　科小児科を標榜している内科内科（館林市）内科（邑楽郡）月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

　　　　　
澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

さくらクリニック
館林７２・３８５５

ごが内科楡クリニック
館林７３・７５８７

湯沢医院
大泉６２・２２０９

５月２７日掌

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

最上胃腸科外科
館林７４・３７６３

藤原医院
邑楽８８・７７９７

土井レディスクリニック
館林７２・８８４１

いたくら内科クリニック
板倉７０・４０８０

６月３日掌

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

たけい小児科・アレルギー科
館林７６・２５２５

後藤内科医院
館林７２・０１３４

かさはら内科医院
邑楽５５・２５３７

６月１０日掌

川村耳鼻咽喉科医院
館林７２・１３３７

館林医院
館林７４・２１１２

こやなぎ小児科医院
館林８０・２２２０

さくま内科胃腸科クリニック
館林５５・２５００

加藤医院
邑楽８９・１０３１

６月１７日掌

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

増田医院
板倉８２・２２５５

森下内科医院
館林７３・７７７６

三浦医院
大泉６２・２９１７

６月２４日掌

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

益田小児科医院
大泉６２・５５３５

安良岡医院
館林７２・０５７２

須田内科医院
大泉６３・１４１４

７月 １ 日掌

◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時です。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

　ＦＭラジオ76.7MHz６月（水無月）

昼12：50～13：00月～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！４日捷・６日昌・８日晶

健康づくり課からのお知らせ

～母子保健情報～
５日昇・７日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１１日捷・１３日昌・１５日晶

町公民館のお知らせ

～公民館情報～
１２日昇・１４日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１８日捷・２０日昌・２２日晶

図書館へ行こう！

～図書館あれこれ～
１９日昇・２１日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２５日捷～２９日晶

※４月放送分から昼の放送のみとなりました。

受 付 時 間対　　 象　　 者会　 　 場種　 　 　 　 目曜日日

６月

午前１０:００～１１:３０妊婦およびその家族保健福祉総合センター休 日 両 親 学 級土２

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談月４

午後１:００～２:００Ｈ２４.２.１～Ｈ２４.２.２９生〃Ｂ Ｃ Ｇ火５

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

月１１

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談月１８

午後１:００～１:３０Ｈ２２.１１.２１～Ｈ２２.１２.２０生〃１歳６か月児健康診査木２１

午後１:００～１:３０Ｈ２３.１１.１～Ｈ２３.１１.３０生〃７か月児健康診査金２２

〃Ｈ２４.２.１～Ｈ２４.２.２９生〃４か月児健康診査火２６

〃Ｈ２１.３.１～Ｈ２１.３.３１生〃３ 歳 児 健 康 診 査水２７

〃Ｈ２２.５.１～Ｈ２２.５.３１生〃２歳児歯科健康診査木２８

午前９:３０～１１:００妊婦・乳幼児とその保護者〃健 や か 広 場金２９

７月

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者保健福祉総合センター乳 幼 児 健 康 相 談
月２

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２４.３.１～Ｈ２４.３.３１生〃Ｂ Ｃ Ｇ火３

午後１:００～４:００妊婦およびその家族〃両 親 学 級金６

※乳がん・子宮がん検診の日時などは、広報おおいずみ２月２５日号２・３ページを
　ご覧ください。
※特定健康診査、わかば健診、肺がん・結核検診など、各種けんしんの日時・
　場所については、広報おおいずみ４月２５日号６・７ページをご覧ください。

表紙：５月１９日・２０日の２日間にわ

たり、町内の各運動施設で、「第６７回

東毛地区中学校競技大会」が行われま

した。５月２６日松・２７日掌も、各会

場で熱戦が繰り広げられます。


